
胎児疾患患者さんの紹介方法について 

 

1) 埼玉県遠隔胎児診断支援システムに接続されている施設において、妊娠 22 週以後で胎

児異常が疑われた場合 

① システムの手順通り、埼玉県遠隔胎児診断支援システムへ『胎児画像』を送信していただき、

メールで送信したことをご連絡ください。 

② 埼玉県立小児医療センター胎児診断担当医がメールとサーバー内の画像を確認します。(平

日 9:00～17:00) 

③ 埼玉県立小児医療センター胎児診断担当者より読影内容と予約外来の割り振りを先生へメ

ールで(急ぐ場合は直接お電話で)お返事させていただきます。症例により引き続き妊娠管理

をご依頼させていただきます。 

*胎児心疾患 : 埼玉県立小児医療センター胎児心臓外来 月曜日午前・金曜日午後 

*心臓以外の胎児異常 : 埼玉県立小児医療センター胎児診断外来 木曜日午前 

*多発奇形、周産期管理を必要とする症例 : さいたま赤十字病院 産婦人科胎児外来 

④ 当周産期母子医療センター胎児外来に受診が必要と判断された場合は、 

a.埼玉県立小児医療センターの場合は『地域連携・相談支援センター(平日 9:00～17:00)』

に診療情報提供書を Fax(048-601-2287)していただきますようお願いいたします。 

患者さん自身で『 :埼玉県立小児医療センター予約センター』 (平日 9:00～17:00) 

048-601-0489(直通)に直接お電話で胎児外来の予約を取っていただき、予約決定となりま

す。 

b.さいたま赤十字病院の場合は医療機関より医療連携課(平日 9:00～17:00) 

048-852-1168(直通)へご連絡いただき、予約決定となります。 

 

2) 埼玉県遠隔胎児診断システムに接続されていない施設において、妊娠 22 週以後で胎児

異常が疑われた場合 

『埼玉県立小児医療センター地域連携・相談支援センター(平日 9:00～17:00)』に、まずお

電話(048-601-2234)いただき、同時に診療情報提供書の Fax(048-601-2287)をお願いします。

埼玉県立小児医療センターより外来割り振り後にご連絡させていただきます。 

 

3) 埼玉県遠隔胎児診断支援システムに接続の有無に関わらず、妊娠 22 週未満で胎児異常

が疑われる、あるいは多発奇形など全身的な胎児スクリーニングを依頼される場合 

① 『さいたま赤十字病院 産婦人科胎児外来』に予約を取っていただきます。 

医療機関より『さいたま赤十字病院 医療連携課』にご連絡いただき、月曜日・水曜日の午

後の胎児外来初診をご予約ください。同時に診療情報提供書の Fax をお願いいたします。 

(患者さん自身からのご予約には対応できませんので、ご了承ください。) 

さいたま赤十字病院 医療連携課 (平日 9:00～17:00) 

直通電話 048-852-1168  Fax  048-852-1132 

② さいたま赤十字病院の胎児外来で診断後、必要に応じて埼玉県立小児医療センターの胎児外

来に受診していただきます。(心臓二次精査・フォロー、プレネイタルビジットを行います。) 

 

 


